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はじめに
平成10年 5 月に福井大学地域環境研究教育センターが設立きれた。このセンターは，福井大学積雪
研究室を母体と し，発展させたものである。これにより，積雪研究室はその役割を終えた。積雪研究
室は，福井大学のみならず，地域，あるいは全日本的に大きな貢献をした。ここに，その活動の概要
を拾い出すことにより，積雪研究室の歴史を記録に残したい。
1 .積雪研究室の生い立ちと沿革
福井大学積雪研究室は、積雪に関する研究を行い、積雪災害の防止に寄与することを目的として、
昭和50年に学内規程により設置された。この設置に先立ち、 10年を越える関係者の積雪研究室設立に
向けた研究実績と活動経過があった。本学における積雪研究の流れを概観すると、次のようである。
1 )第 1 期(昭和38年から 44年まで)
昭和38年に、 38豪雪(サンパチ豪雪)と呼ばれ、福井市で 2 メートルを越える積雪があった。当時
の福井大学学長長谷川万吉博士より、積雪災害防止の研究の必要性が説かれ、それに呼応して学内に
全学的な研究グループが誕生した。研究の重点は、北海道における寒地雪害とは異なる暖地雪害の防
止にあった。昭和40年には教育学部自然教棟(現教育学部 2 号館) 内に低温実験室が設置きれた。ま
た、昭和43年から 45年まで、文部省から積雪研究のため特別経費が配分された。当時、日産地積雪災害
についての研究はほとんど進んでおらず、そのため、グループ誕生当初は、防災にいたる前の基礎研
究に重点が置かれた。主な研究課題は、積雪の物理的性質の研究、福井県下における柏雪分布の研究、
暖地積雪計測機器の開発などであった。
2 )第 2 期(昭和45年から 49年まで)
昭和45年に新しく独立した低温実験室(現積雪研究室の建物)が完成し、積雪研究室研究報告第 1
号が発行された。翌年から文部省から経常的運背買が配分されるようになった。 この年には関係者の
研究論文をまとめた「暖地積雪の研究論文集」が刊行された。 研究の進展に伴い、基礎研究から、福
井における積雪災害と同内他地域における梢'守災害との比l鮫、日差地積雪の計ìfliJ}J法の開発、服地柏苛
地域における雪崩の基礎研究へと重点が移動していった。
3 )第 3 期(昭和50年から 55年まで)
昭和50年には福井大学研咋研究室規科が制定され、教育学部中心の研究組織から全学的組織へと移
行した。 昭和51年、 52年には全国的に大規模な可書が発生した。 この時には、福 JI二から行森に苛i る広
い地域にわたって、関係10大学の共同研究として交通における'可書問題が'1 1心テーマとな っ た 。 この
頃から可書軽減には社会科学的研究も必要であることが認識されてきた。
4 )第 4 期(昭和56年から 59年まで)
'17'占研究は、従来の lì 然科''{:的な.f!_'(' 'rの研究に )111 えて、学際的分野の扱いの必攻~nが捕時、され，小;
ザ:の桁'一号研究室の研究布陣にも人文科'下、村会科'下の \'ll"J家の参加を 1!fて，総介(1せな ' I;"g~)j 11:の研究
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を目指して，研究グループの再編、増強が行われた。 55年、 56年の豪雪では (56年の豪雪をゴー ロク
豪雪と呼ぶ)、積雪を生活災害という観点から共同研究され、雪崩、地とり、交通、電力などの広い範
囲の問題が扱われた。
5 ) 第 5 期 (昭和60年から平成 B 年まで)
発展してきた積雪研究も、研究者が異動したり、研究分野の拡大に伴う新たな研究者の確保に遅れ
たため、研究も停滞した。昭和59年まで文部省から当初予算と して配分されてきた運営経費も、昭和
60年からは、特別配分経費となり、旅費は配分きれなくなった。この特別予算も昭和63年を最後に打
ち切られた。この問、組織としての積雪研究室は存続し、室長を始めとして、活動組織の再編や新組
織への発展を模索した。例えば、「豪降雪災害研究センター」構想、などが検討きれた。平成 5 年には積
雪研究室を発展的に解消し、「環日本海地域研究センター」の設立が構想きれた。しかし、これらの構
想も、学内的情勢や社会的状況により、残念ながら、見るべき進展は認められなかった。
6 )第 6 期(平成 7 年から 9 年まで)
積雪研究室を改組し、積雪災害だけでなく、地域環境全体を扱う組織へ発展させようとする動きが
活発化した。そこでは、地域の自然環境、社会環境、を研究テーマとし、環境教育も視野に入れた研
究教育センターの設立の必要性が議論きれた。 この構想、は全学的にも徐々に支持を受けるようになり、
組織としての積雪研究室内に「福井大学地域環境研究教育セ ンター」設立準備委員会が設置された。
また、設立に必要な研究を促進するために平成 7 年度には学内共通経費から運営費が配分きれた。引
き続き、平成 8 年、 9 年には学内研究教育特別経費の配分を受けた。これらの経費は、発刊が滞って
いた従前の積雪研究室研究報告を「日本海地域の自然と環境」として再刊するために使用きれた。
このような経過を受けて、平成10年には学内共同利用施設として「福井大学地域環境研究教育セ ン
ター」が設立された。
II. 積雪研究室関係研究者(所属、職は最終年次のもの)
1 )教育学部積雪研究室の時期の兼任研究者
年 氏名 所 属 職階 専門分野
昭和38年-47年 塚野善蔵 教育学部地学 教授 地質学
昭和38年-49年 清水啓 教育学部物理学 教授 電磁気学
昭和38年-49年 各務頼文 工学部応用理学 教授 物理学
昭和38年-49年 松岡春樹 教育学部物理学 教授 物理学
昭和38年-49年 中峠哲朗 工学部応用物理学 教授 応用物理学
昭和44年-49年 北)11 茂 工学部応用物理学 助教授 応用物理学
昭和38年-42年 妹尾博文 教育学部物理学 助教授 物理学
昭和38年 -43年 段野勝 工学部応用物理学 助教授 応用物理学
昭和38年-43年 高田和郎 工学部応用物理学 助教授 応用物理学
昭和38年 -49年 坂手克士 工学部応用物理学 助手 応用物理
昭和47年-49年 西川嗣雄 工学部応用理学 助 子 物理学
昭和47年 -49年 j先 日 i拡志 工学部応用物理学 助 千 応用物理学
昭和38年 -39年 堀口燕 教育学部物理学 技官
昭和38年-49年 今村隆一 工学部応用塑学 技下f
昭和38年 -49年 上坂秀雄 工学部応用物理学 技官
昭和40年-49年 伊藤文雄 教育学部物理学 技'ff
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2 )福井大学積雪研究室室長・運営委員
年 度 室 長 運営委員教育学部 工 昌寸之.ー 昔日
昭和50年-51年 松岡春樹 清水啓(教授、物理) 各務頼文(教授、応理)
(教育学部教授 コ浦静(教授、地学) 中峠哲朗(教授、応物)
物理学) 広岡公夫(助教授、地学) 川上英男(教授、建設)
昭和52年 -53年 松岡春樹 コ浦静(教授、地学) 各務頼文(教授、応理)
(教育学部教授 石金益夫(教授、物理) 中峠哲朗(教授、応物)
物理学) 広岡公夫(助教授、地学) 川上英男(教授、建設)
昭和54年--55年 中峠哲朗 松岡春樹(教授、物理) 段野勝(教授、産機)
(工学部教授 三浦静(教授、地学) 谷口慶治(教授、電子)
応用物理学) 服部勇(助教授、地学) 北川茂(助教授、応物)
昭和56年 -57年 中峠哲朗 コ浦静(教授、地学) 段野勝(教授、産機)
(工学部教授 服部 勇(助教授、 地学) 江上外人(助教授、建築)
応用物理学) 服部浩之(助教授、物理) 北川茂(助教授、応物)
昭和58年~ 山田孝一郎 三浦静(教授、地学) 中峠哲朗(教授、応物)
(工学部教授 石金益夫(教授、物理学) 白神良昭(教授、電気)
建築学) 中島正志(助教授、地学)
昭和58年-61年 川上英男 三、浦静(教授、地学) 山田孝一郎(教授、建築)
(工学部教授 石金益夫(教授、物理学) 中峠哲朗(教授、応物)
環境設計工学) 中島正志(助教授、地学) 白神良昭(教授、電気)
昭和62年-63年 中峠哲朗 コ浦静(教授、地学) 山田孝一郎(教授、建築)
(工学部教授 石金益夫(教授、物理学) 川上英男(教授、環境)
応用物理学) 中島正志(助教授、地学) 谷口慶治(教授、電子)
平成元年-2 年 山田孝一郎 二浦静(教授、地学) 川上英男(教授、環境)
(工学部教授 石金益夫(教授、物理学) 谷口慶治(教授、電子)
環境設計工学) 中島正志(教授、地学) 浅田拡志(助手、応物)
平成 3 年-4 年 山田孝一郎 石金益夫(教授、物理学) 川上英男(教授、環境)
(工学部教授 中島正志(教授、地学) 谷口慶治(教授、電子)
環境設計工学) 服部勇(教授、地学) 浅田拡志(助手、応物)
平成 5 年-6 年 本多義明 中島正志(教授、地学) 福原輝幸(助教授、環境)
(工学部教授 宮阪憲治(教授、技術) 木村照夫(助教授、 機械)
環境設計工学) 中田隆二(助教授、化学) 西川嗣雄(助教授、応物)
平成 7 年-9 年 服部勇 沖久也(教授、化学) 永長幸雄(助教授、生化)
(教育学部教授 宮阪憲治(教授、技術) 西川嗣雄(助教授、応物)
理科地学) 香川喜一郎(助教授、物理) 福井卓雄(講師、環境)
平成 9 年~ 服部勇 沖久也(教授、化学) 永長幸雄(助教授、生化)
(教育学部教授 宮阪憲治(教授、技術) 西川嗣雄(助教授、応物)
理科地学) 杉浦和子(助教授、地理) 福井卓雄(講師、環境)
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3 )福井大学積雪研究室兼任教官・技官
昭和57年教育学部:香室昭園、三浦静、吉武哲夫、金坂清則
工学部:北川 茂、西川嗣雄、浅田拡志
技官・教務職員 : 伊藤文雄、今村隆一、上坂秀雄
昭和58年~昭和61年
昭和62年
昭和63年
平成元年
平成 2 年
教育学部:香室昭回、三浦 静、吉武哲夫、金坂清則
工学部:山田孝一郎、段野勝、中峠哲朗、城谷豊、白神良昭、永田忠彦
玉置仲倍、北川 茂、池尻忠夫、松本芳紀、本多義明
林静雄、西川嗣雄、浅田拡志
技官 ・ 教務職員・伊藤文雄、今村隆一、上坂秀雄
教育学部:香室昭園、三浦 静、吉武哲夫、石金益夫
工学部:山田孝一郎、段野勝、中峠哲朗、城谷豊、白神良昭、永田忠彦
玉置伸倍、北川 茂、 池尻忠夫、松本芳紀、本多義明
林静雄、西川嗣雄、浅田拡志
技官・教務職員:伊藤文雄
教育学部 : 香室昭園、三浦 静、吉武哲夫、石金益夫、中島正志
工学部:山田孝一郎、段野勝、 川上英男、城谷豊、谷口慶治、永田忠彦
玉置伸倍、北川 茂、池尻忠夫、松本芳紀
教育学部:香室昭園、三浦 静、吉武哲夫、石金益夫、中島正志
工学部:段野勝、中峠哲朗、川上英男、城谷豊、谷口慶治、永田忠彦
玉置仲倍、北川 茂、池尻忠夫、松本芳紀
教育学部 : 香室昭園、三浦静、吉武哲夫、石金益夫、中島正志
工学部:段野勝、中峠哲朗、 川上英男、城谷豊、谷口慶治、永田忠彦
玉置伸倍、池尻忠夫、松本芳紀
平成 3 年~平成 4 年
教育学部:香室昭回、服部 勇、吉武哲夫、石金益夫、中島正志
工学部: )11 上英男、谷口慶治、永田忠彦、玉置伸倍、本多義明、松本芳紀
福原輝幸、西川嗣雄、浅田拡志
平成 5 年~平成 6 年
平成 7 年
平成 8 年
平成 9 年
教育学部;杉浦和子、大山利夫、 山本博文、横山俊一
工学部:荒井克彦、松本芳紀、福原輝幸、木村照夫、西川嗣雄
技官 ・ 教務職員:伊藤文雄、上坂秀雄
教育学部 : 杉浦和子、大山利夫、 山本博文、横山俊一、 r:I:! 田隆二
工学部:本多義明、 川上洋司、福原輝幸、木村照夫、松下 聡
技官 ・ 教務職員 : 伊藤文雄、上坂秀雄
教育学部:杉浦和子、大山利夫、山本博文、横山俊一、 r~:! 田隆二
工学部:本多義明、荒井克彦、 川上洋司、松下 聡、松本芳紀、西川嗣雄
技官 ・ 教務職員 . 伊藤文雄、上坂秀雄
教育学部.香川喜一郎、中田隆二、大山利夫、 山本博文、横山俊一
工学部:本多義明、福原輝幸、 )1 1 上洋司、松下 聡、木村照夫
技官 ・ 教務職員:伊藤文雄、上坂秀雄
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III. 積雪研究室規程
(制定昭和50年 2 月 1 9 日規程 4 号)
(趣旨)
第 1 条 福井大学積雪研究室(以下「積雪研究室」という。)の管理運営については，この規程の定
めるところによる。
(目的)
第 2 条 積雪研究室は， 積雪に関する研究を行い， 積雪災害の防止等に寄与する こと を目的とする。
(業務)
第 3 条 積雪研究室は，前条の目的を達成するために， 次の各号に掲げる業務を行う。
湿り雪についての調査，研究
二 積雪環境の調査，研究
三積雪災害の防止に関する基礎的研究
(職員)
第 4 条積雪研究室に室長を置く。
2 室長は ， 本学の教授又は助教授のうちから学長が任命し，その任期は 2 年とする。ただし，再
任を妨げない。
3 室長は， 積雪研究室を代表し，当該研究室の業務を統括掌理する 。
第 5 条積雪研究室に教官及び技官を置く。
2 前項の教官及び技官は兼任とし，本学専任の教官及び技官のうちから学部長が推薦し，学長が
任命する。
(運営委員会)
第 6 条積雪研究室に運営委員会を置く。
2 運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって構成する 。
一室長
二教育学部教官及び工学部教官各 3 名
3 前項第 2 号の委員は，各学部長の推薦により学長が任命する 。
4 第 2 項第 2 号の委員の任期は， 2 年とする 。 ただし再任を妨げない。
第 7 条 室長は，運営委員会を招集し， その議長となる。
第 8 条 運営委員会は9 次の各号に掲げる事項を審議する。
積雪研究室の研究計画に関すること 。
一 積雪研究室の管理運営に関すること 。
一 積雪研究室の会計報告に関すること。
四 その他，必要と認められること 。
(事務)
第 9 条 積雪研究室の事務は，教育学部事務部が行う 。
附ftlJ
この規程は，昭和50年 2 月 19 日から施行する 。
N. 積雪研究室における研究業績リスト
積雪研究室研究報告 (110. 1から 110. 16 まで) には49編の論文が発表された。 平成 6 年から研究室報
告に「日本海地域の門然と環境」という表題を付け， 雪害も 含め，地域環境の研究を中心にした研究
報告を 111版した。 6 年度から 9 年度までに 29編の論文等が発表された。
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1 )積雪研究室研究報告 (1970~イ 991)
第 1 号
1967/68年冬期における福井地方の積雪の観測結果について
第 2 号
斜面方向および壁面による積雪状態の差異
和泉村の小規模な全層ナダレの一事例
福井大学積雪研究室および刊行物について
第 3 号
溝周辺での各種融雪速度と積雪表面の形
松岡春樹，杉森正義，伊藤文雄，田中信清
中峠哲朗，北川 茂，坂手克士
松岡春樹
塚野善蔵
中峠哲朗
白山水屋尻雪渓の消滅過程と形態(白山水屋尻雪渓の観測 その 1 ) 
松岡春樹，杉森正義，伊藤文雄
第 4 号
積雪層構造の肉眼観察の新しい方法 中峠哲朗，北川 茂，浅田拡志，上坂秀雄
A New Method for the Visual Observation of the Layer Structure of Snowcover 
Tetsuro NAKA T AO, Shigeru KIT AGA W A, Hiroshi ASADA , Hideo UESAKA 
雪面の融雪多角形・融雪くぼみの配置，形，大ききについて 松岡春樹，伊藤文雄
第 5 号
周辺を斜面積雪で固まれた山間地でのふく射の測定 各務頼文，西川嗣雄，今村隆一
第 6 号
福井における豪雪の発生と初期積雪状況との関連
降積雪による交通事故発生への影響 中峠哲朗，
中峠哲朗
北川 茂，浅田拡志，中川正之， 川田邦夫
松岡春樹，伊藤文雄冠雪によるスギの幹折れ危険部位決定の力学的考察
第 7 号
豪降雪による福井市都市災害対策の緊急課題
福井市での昭和56年豪雪の大きさ
昭和55年末豪雪によるスギ幹折れ被害の一因子の検討
第 8 号
豪降雪による福井市都市災害対策の長期的課題
長岡市における道路脇堆積雪の層構造
福井県仏原における雪崩の観測
中峠哲朗，山田孝一郎，北川 茂，本多義明
中峠哲朗
中峠哲朗，松田正宏
中峠哲朗，山田孝一郎，北川 茂，本多義明
中峠哲朗，北川 茂，浅田拡志，上坂秀雄
中峠哲朗，北川 茂，浅田拡志，上坂秀雄，西川嗣雄，今村隆一，各務頼文
56豪雪における北陸 3 県の建物被害調査 山田孝一郎，松本芳紀，前田博司
第 9 号
福井県での材木冠雪，電力線着雪の被害と気象(昭和56年まで)
中峠哲朗，松田正宏，梅田英男，岡本 昂，西尾伊三男，赤沢良一，荒井滋行
初期積雪の推移による福井市での豪雪予測 中峠哲朗
第10号
北陸地方の積雪分布の近似表式
福井県各地での積雪深減少曲線のパラメータ表示
福井市での初冬気温による最大積雪深予測
積雪構造の経年変化となだれの発生頻度
第11号
福井市の地域的環境水利用雪対策
雪害因子としての連続降雪効果の見積り
福井市安居山地すべりとその抵抗力近似
第12号
福井市における水利用雪害対策計画の研究
積雪層構造とイ ン クの帯状吹付け法による広がり模様
雪害対策経費の経済的効果の解析法
Design Background of Thermal Conductivity Meter 
北川茂，
太田泰雄，
中峠哲朗
中峠哲朗
中峠哲朗
中峠哲朗
中峠哲朗，北川 茂， 三浦静，白神良昭
中峠哲朗
中峠哲朗
中峠哲朗，北川 茂， 三浦静，白神良昭
中峠哲朗，浅田拡志，上坂秀雄，伊藤文雄
中峠哲朗
積雪期地すべり地での地中熱伝導率の測定による含水量の検討
Tetsuro NAKATOU 
中峠哲朗
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第13号
福井市での初冬気温による最大積雪深予測の改良
雪質による密度，内部アルベドの差異
積分積雪とドカ雪被害を考慮、した雪害の表示
斜面における地表水の浸透と地盤構造
第14号
中峠哲朗
中峠哲朗
中峠哲朗
中峠哲朗
スギの冠雪害における幹折れ発生過程の曲げモー メントによる検討
スギの冠雪による幹折れ因子の力学的モデルによる検討
松田正宏，中峠哲朗
中峠哲朗，松田正宏
中峠哲朗融雪水による粘土層生戒のシミュレーション第15号
スギ人工林における冠雪害対策の検討
スギの冠雪による幹折損時のみかけの枝張り偏奇値の推定
加熱錘型積雪密度計の改良
松田正宏，中峠哲朗
中峠哲朗，松田正宏
中峠哲朗，上坂秀雄
浅田拡志，上坂秀雄福井市最大積雪深の初期積雪による予測の信頼性
周期性を用いた福井市での豪雪予測
第16号
冠雪害復旧造林地における日照分布の評価
福井市での流雪溝利用による雪害対策
近年の気象観測による福井の降雪及び積雪
2 )福井大学積雪研究室輪文集など
中峠哲朗，
中峠哲朗
松田正宏，中峠哲朗
山田孝一郎，中峠哲朗，福原輝幸，三浦 静
山田孝一郎
(1) 暖地積雪の研究論文集 福井大学積雪研究室報告特集号
(雪質の研究)
1971年 6 月発行
1. 24時間連続の予備観測結果の解析と 2 つの付加実験
2. 積雪の物理的性質の夜間における変化の観測
3. 福井地方の積雪の研究
4. 福井地方の平地積雪の観測結果について
5. 融雪期における融雪及び雪質の日変化の観測例(1)
6. 融雪期における融雪および積雪の日変化の観測例(I ) 
積雪の物理的性質の研究( 1 ) 
松岡春樹，堀口薫
清水啓，松岡春樹，妹尾博文，伊藤文雄
清水啓，妹尾博文
杉森正義，各務頼文
松岡春樹，清水啓，伊藤文雄
清水啓，松岡春樹，伊藤文雄， 各務頼文，杉森正義
松岡春樹7. 札幌における積雪断固観測報告(測定器に関する研究)
8. 積雪密度の測定
9. Silicon Photocellを用いた積雪深計の基礎研究
10. 積雪密度計による積雪密度分布の測定
11. Silicon photocell型積雪深計の改良と棒のまわ り の融雪
12 . 差分熱量計型梢雪合水率測定器
13. 着色板による積雪の微細層構造の観測
14. テ スターによる積雪fの電気抵抗測定
15. 差分熱量計型積雪合水率指示計の操作上の問題
(力学的性質の研究)
16. 弾性論的に見たなだれの生成
1 7. スノージャムの粘弾性実験〔梢'庁の物理的性質の研究(I ) J 
18. トタ ン屋根の積雪板の吉IJれ円について
19. 積雪の搾塑性分類となだれへの応用
20. なだれの観測と発生機構の研究
中峠哲朗
中峠哲朗，馬場幸三郎
中峠哲朗
中峠哲朗
中峠哲朗
杉森正義，各務頼文
松岡春樹
中峠宵朗
中峠析朗，段野勝， 高Hl和良15
松岡春樹
松岡存樹
lド峠析即j
妹尾博文21.勺上卓通過による積勺の変化
22. 福井地万の't?の力学的性質の観iJliJ
(融'1?の研究)
伊藤文雄，松岡存樹，治水 1j年
IJf水 J九松岡存樹，杉森 l正義，伊藤文雌
23. 融勺囚の基礎的研究
24 . 融'1? と水資源
7 -
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25. 融雪時降雨を用いた河川管理の問題
26. 融雪に関する基礎的研究 中峠哲朗，段野勝，上坂秀雄，
中峠哲朗
今村智洋
笹島貞雄
中峠哲朗
高田和郎
27. 福井県・九頭竜川中流における融雪出水の経験式の試算
28. 日融雪量の解析的表現
29. 海岸付近の融雪 中峠哲朗，段野勝，
(積雪 と気象)
30. 福井県嶺北地区における昭和38年 1 月 豪雪の融雪過程の気象学的解析
31.積雪量変化の日予報
32. 日融雪量と積雪時大気湿度
33. 積雪災害度の気候学的表示
34. 積雪研究の地域的特長
(その他)
清水啓
中峠哲朗，段野勝
中峠哲朗，段野勝
中峠哲朗
中峠哲朗
35. 自記降雪強度計の試作と冬の季節風に伴うしぐれの観測例
36. 積雪柱の水の吸上げ速度
松岡春樹，伊藤文雄
妹尾博文
清水啓，駄目光夫
杉森正義，各務頼文，今村隆一，天谷寛之
各務頼文，杉浦行，杉森正義，今村隆一
中峠哲朗，高田和郎，段野勝
中峠哲朗
塚野善蔵，妹尾博文
37. 積雪柱における水の流下速度の観測
38. 氷の単結晶の製作について
39. ガラス毛管内の水の過冷却現象について
40. 積雪の対数アルベドの簡易測定
41.積雪アルベド分布の連続測定
42. 多雪地域としての北陸地方に対する配慮
(2) 暖地豪降積雪災害の研究論文集 (1971-1982)
福井大学積雪研究室研究報告「特集号J ， 1982年 5 月発行
(暖地降積の研究)
1.北陸地方の積雪の特性と研究の現状
2. 階段状斜面積雪の変形
3. 福井県における積雪深分布の一次近似
4. 各種斜面上の積雪層構造
5. 多雪主要都市の最大積雪深のー再現期間と豪雪の長期的予測
(雪氷に関する計測)
6. 積雪の分光透過率の ìßIJ定
松岡春樹
中峠哲朗
中峠哲朗，北川 茂
中峠哲朗，浅田拡志
伊藤験，中峠哲朗
各務頼文
7. 過冷却 さ れた水の凍結に関するー現象
8. 疑似氷と自然氷粒との類似点
中峠哲朗，坂手克上，上坂秀雄
9. 薄層状の水の凍結
10. 積雪中の光ビームの散乱およびポリエチレ ン粒子によるモデル実験
11.加熱錘型積雪密度計の改良
12. 白山千蛇ケ池雪渓の位置・形態・質量収支 ・融雪過程について 松岡春樹，
13. 道路の堆雪状況と水消雪 ・機械除雪 中峠哲朗，北川茂，
(ナ グレ に関する研究)
14. 勝原の板状ナダレについて
15. 全屑ナ ダレと山 く ずれの類似点
(降柏雪災害に関す る研究)
中峠哲朗
各務頼文
各務頼文
中峠哲朗
伊藤文雄，杉森正義
浅田拡志，上坂秀雄
伊藤文雄・松岡春樹
中峠哲朗
16. 除雪を考慮した梢雪災害度の改良 中峠哲朗
17. 雪害指数ならびに人口にもとづく雪害対策経費の表現 中峠哲朗，水越允治
18. 雪害指数人口にもとづく雪害対策経費表現の改良 中峠哲朗，水越允治
19. rj-l部地方以西の雪害地域における各種同体での雪害関係資料保有状況と 災害の強き 中峠析朗
3 )その他
昭和51 ・ 52年豪'17によ る交通災;与の総合的研究報骨
(文部省科学研究費円然災害科学特別研究報告 代表者 :中峠析朗 ) ， 1977年
昭和55 ・ 56年豪雪によ る なだれ，地すべ り 災害及び交通障害の調脊研究
(文部省科学研究賛同 然科学総合研究班(代表者 :石原安雄，
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豪雪調査班長:中峠哲朗 自然災害科学特別研究突発災害研究成果)， 1981年
豪雪時の交通を中心と した社会的機能のシミュレーション
(日本積雪連合受託研究報告福井雪害対策研究会代表者:中峠哲朗)， 1982年
4) r 日本海地域の自然と環境」
第 1 号
若狭湾の海底地質構造 一予報一
凍結サンプ リ ング法による砂地盤の液状化可能性に関する調査の事例
橋梁路面の凍結現象
山本博文・服部勇
棚橋一郎
福原輝幸
福井卓雄 ・服部勇人工衛星観測データによる斜面崩壊危険地の推定
第 2 号
福井県丹生山地中南部における河川系の変遷(予報)
三里浜砂丘(福井市)の植生について
積雪用密度 ・ 含水率計の概要
橋梁上の微気象と凍結
福井県産地合繊維物繊維屑のマテリアル リサイクルの試み
岡島尚司・山本博文
横山俊一
伊藤文雄
福原輝幸
木村照夫
北陸地方における道路網の地域貢献度に関する研究福井都市圏における事例
福井市における都市内人口移動の空間的パターン
資料に見る福井大震災の概要
第 3 号
本多義明・嶋田喜昭
田中和子
服部勇
1996年勝山市横倉・小原でヤ発生した表層雪崩調査および発生についての考察
杉森正義・伊藤文雄 ・北川博正・梅田正浩
福井県敦賀市中池見湿地の昆虫相とその自然環境保全の提言。
付 テントウムシ科昆虫 1 新種発見とその生活史 佐々治寛之 ・ 岸本修
副虹の最小振れ角を用いた液体の高精度屈折率測定と水質検査への応用
地盤季節蓄熱による路面温度制御の試み
高規格道路が福井都市闇の冬期交通に及ぼす効果
北陸地方の気候と鉄筋コンクリート
山中太継 ・服部浩之 ・ 香川喜一郎 ・ 横井貞弘
福原輝幸 ・ 渡遁洋
川本義海・本多義明
福井大震災における救援 ・ 復興活動:その教訓| と提言の復習
福井県における自然災害のリスト
第 4 号
福井県嶺北地域の活断層
川上英男
田中和子
服部 勇 ・ 西村真希 ・ 西尾祐子
福井市の河川に生息する水草の教材化(環境教育，理科教育)
山本博文・加藤亜季子
のための基礎的研究
1997年冬季の福井県嶺北部における雪質分布
ラドン族一大陸からの使者
高速道路が冬期自動車交通に及ぼす効果に関する研究
福井大震災からの恒久的復興対策の今日的意味
1997 íナホトカ」号重油流出事故発生から 6 カ月間の記録
福井県における自然災害年表 服部
地質情報データベースの作成と公開(その 1 ) 
データベースの構築およぴ検索方法について
V. 積雪研究室が主催した公開講座など
丹尾倫子・横山俊一
伊藤文雄 ・北川博正
西川嗣雄
寺内義典・本多義明
田中和子 ・ 服部 勇
藤井純子
勇・山本博文 ・田中和子 ・ 西尾祐子
山本博文・藤井純子
積雪研究室は，積雪の研究以外に，本学における自然災害研究の中核として活動してきた。 特に，
文部省科学研究費による研究クψループ，災害科学総合研究班と福井大学，および梢雪研究室との関係
は深い。災害科学総合研究班とは，伊勢湾台風被害を目の当たりにした福井大学学長，長谷川万吉氏
の提案により全国の研究者を組織化した研究グループであり，自然災害防止を主目的としている 。 昭
和35年から 46年まで，研究班本部が福井大学に置かれ，本部長を長谷川万古学長が務めた。 平成 5 年
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11月には，総合班の活動の一つである，自然災害科学中部地区シンポジュウム，を福井大学にて開催
した。
研究活動の一方，積雪研究室は地域環境に関する社会教育として毎年公開講座等を開催してきた。
平成 7 年度には，「福井地震から半世紀j ， 8 年度には「地域中核都市の生活環境を量る j ， 9 年度には
í20世紀の地域環境から 21世紀の地域環境へ」のテーマで公開講座を実施した。 10年度には「福井県
の地域環境に関する諸問題」についての公開講座を予定している。
VI. 積雪研究室から地域環境研究教育センターへ
積雪研究室は，その前身の教育学部積雪研究室の時代から始まって， 35年間にわたり，多彩な研究
を行い，積雪災害の防止，軽減に寄与してきた。しかしながら，研究の発展や，研究者の交代などに
より，単なる積雪災害防止から一歩も二歩も発展させた，地域環境の研究の必要性が強調きれるよう
になった。例えば，昭和60年前後には「豪降雪災害研究センターj，平成になってからは「環日本海地
域研究センター」の構想、が真剣に議論された。ここ数年の暖冬現象も，積雪災害研究から，地域環境
の研究へと研究分野の拡大欲求を増進きせた。
平成 7 年 1 月 9 日の運営委員会において，積雪研究室本多義明室長の提案により，積雪研究室を発
展的に解消し，「地域環境研究教育センター」を設立することが決議された。概算要求による省令施設
化には時間がかかることから，概算要求の準備を進めながら，それまでは学内共同利用施設としての
「地域環境研究教育センター」の設立を要望した。当初は積雪研究室の名称変更という方法で新セン
ター設立に向かった。その要望書の概要は以下の通り:
積雪研究室の名称変更の必要性について
福井大学積雪研究室は積雪に関する研究を行い，積雪災害の防止に寄与することを目的として昭和
45年に教育学部附属施設として設置され，昭和50年に全学組織に移行した。
積雪研究室は室長と 6 名の運営委員が運営に当たり，室長と 11名の兼任教官が研究している。近年，
環境問題が重要視されるに当たり，積雪災害以外の自然災害にも研究が及んでおり，現在，運営委員
と兼任教官のうち積雪問題の専門家は 2 ， 3 名であり，他の運営委員と兼任教官はもっと広範囲な自
然災害の研究に取り組んでいる。また，地域環境の問題としては，積雪以外に地盤災害や都市災害が
重要になっており，今後この方向にも研究を進展させる必要がある。
そこで，福井大学積雪研究室の名称、を変更し，福井大学地域環境研究教育センターとしたい。
その後，学内での調整の結果，単なる名称変更ではなく，概算要求実現に向けた活動の一環として，
学内共同利用施設「地域環境研究教育センター」の設置が検討きれた。評議会等で，学内共同利用施
設新設の手続きや要件が検討され，それに基づいて，下記のような新設要求書が平成 9 年 6 月 25 日に
提出された(一部割愛)。
学内共同利用施設新設の要求について
平成 9 年 5 月 27 日付けで照会がありました「学内共同利用施設の新設等要件について」の手続きに
従って，必要書類等を取りそろえ提出しますので，よろしくご配慮願います。
提出書類I.学内共同利用施設の新設等の要件に合致することを記載した書面(割愛)
提出書類 II.
1. 学内共同利用施設の必要性(目的)
福井大学は，一地方大学であり，地球環境や他地域の環境に関心を持ちつつも，足下の地域環境に
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取り組むことが要請される。また，地域からも福井大学の地域貢献が求められている。福井地域につ
いては福井大学が最も良質な知識を最も多量に持っているはずである。福井地域において，緊急に(今
から 10年間に)研究されねばならない環境問題として下記のテーマがピックアップきれる。
1 )若狭湾の地盤沈下と原子力発電所の安全性， 2) 巨大地震の発生可能性， 3) 海岸急崖の崩落災
害の続発性， 4) 豪雪時の生活環境維持方法， 5) 重油漂着災害が再現した場合の対処法， 6) 原子
力発電所からの放射能による被害の程度， 7) 廃棄物最終処分場の地盤安定性と危険物質の漏れ出し
の監視方法， 8) 過疎地域の拡大による自然破壊の低減化， 9) ダム建設による上流，下流域の環境
変化の認知， 10) 特殊地域における効率的な，快適な，安全な生活環境の確立， 11) 地域内における
各種産業廃棄物のリサイクル手法の確立。
福井大学で地域環境問題に取り組む理由を整理すると，次のようにいえる 。 地域環境は地域毎に固
有であり，福井大学で福井の地域環境を研究するなら，他の大学でもその所在地域の地域環境を研究
する必要がある。しかし，地域環境として論じられる個々の問題だけを取り上げれば，それは共通で
ある 。 地域毎にその組み合わせが異なるのである 。 このことは，地域環境を集中的に研究する組織が
必ずしも全大学に必要とはしないということを意味する。
福井地域には他地域には見たらない特別な研究テーマがある。それは原子力発電所の林立である。
この問題と上記の個別問題組み合わせ論から言えば，福井大学に地域環境を研究する組織を設置する
ことに必然性と蓋然性がある 。
本学の研究経過を踏まえ，現在の活動を進展きせ，発生しつつある地域環境問題に対処し，学会・
地域の期待に応えるために，学内施設である福井大学積雪研究室を発展的に解消し，新たに福井大学
地域環境研究教育センターを設立する。このセ ン ターでは地域密着型環境問題を取り扱っ た研究・教
育を行う 。
2. 基本構想
1.廃止組織福井大学積雪研究室(学内施設)
2. 新設組織福井大学地域環境研究教育センター
2 -1.研究組織
研究部門
自然環境解析部門
循環環境解析部門
地域都市計画部門
2 -2. 教育体制(割愛)
3. 現状と将来予測
積雪災害防止分野
地盤災害防止分野
産廃処理解析分野
水域環境解析分野
防災都市計画分野
災害対処計画分野
現在の福井大学には地域環境の研究を 目的としている組織 (学科， 講座) はない。教官桐人の研究
題材として地域環境を取り上げている人は多い。 組織化されていないため(きれえ ないため) ，相互の
つながりがなく，有機的な研究にな っ ておらず，研究の効率も悪い。 現在の体制では，地域環境全体
を視野に入れた研究は不可能で、あ り，地域貢献も不十分なまま推移するであろ う 。 しかし， 客観的に
見ると，歴史的にも福井大学は自然災害科学などの環境問題には全国の先頭に立って活動してきた。
その役割は関係者の問でも高 く 評価されている 。 福井大学の環境問題に対する取 り組みは昭和35年か
ら活発にな っ ている 。 その主な経過は次の通り: (一部割愛)
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学術研究機関である福井大学では環境問題に積極的に対応し，大きな成果を上げている。たとえば，
現在学内の諸処で，下記のような環境保全，整備を目的とした研究と教育が行われている。これらは
個別的に行われており，そのために長所と欠点が内在している。主な欠点は広範囲な環境問題を総合
的に研究・教育する体制になっていないことである(環境問題は必然的に学際的であり，境界領域で
ある) 0 (一部割愛)
積雪研究室では， 3 年前から研究紀要を「日本海地域の自然と環境」というタイトルを付けて再刊
した。この紀要の今年度発行については，既に準備段階に入っている。
積雪研究室では，研究成果を社会に還元すると同時に，地域環境に対する理解を深めることを求め
て，公開講座を積極的に開催してきた。今年度の公開講座開催についても既に予算要求している。
地域環境に関する研究や教育は長期にわたるものであるが，当面(設立後10年を目途とする)のセ
ンターの活動の中心として， 1) 原子力発電所の安全性に影響を及ぼす自然界の変動解析， 2) 原子
力発電所の存在が及ぼす自然環境への影響， 3) 原子力発電所に最悪の事故が発生した場合の防災，
減殺に役立つ都市，地域計画策定， 4) 廃棄物最終処分場の選定とその安全性 などがあげられる。
研究成果を社会還元するために，環境教育もセンター活動の重要な分野として位置付ける。
当然ながら，これら以外の諸問題や，上記の研究に必要な基礎的なテーマも研究きれる。前者は，
地域自然環境の調査，生態調査，自然災害の防止・復旧，過疎化に伴う地域保全策などである。後者
は，従来の言葉で言えば，専門的基礎研究であり，地質学，地理学，科学，建設学等である。
地域(福井県)における地域環境研究教育センターの役割は絶大なものがあり，それらは，センタ
ー構想、に参画している教官が地域の行政組織の審議会等の委員に多数依頼されていることからも明ら
かである。センター設立後には，地域に対する本学の貢献がより広範囲に，かつ充実したものになる。
また，地域環境に対する地域行政や地域産業界の理解が深まっているので，多大な協力が得られる。
4. 組織(プロジェク卜構成員等) (割愛)
5. 期待される効果等
地域環境問題は地域社会にとって重要で、あることが疑いないが，学問的にも重要で、ある。それは，
全ての分野の研究成果が，具体的にどの程度活用できるか，どのよう修正すれば適用・応用できるか，
を確かめることであり，研究成果の具体化(格好良く言えば，人類の平和，安全にどのように貢献す
るか)である。机上の，実験室の科学と自然の現象との隙聞を埋め，人類に役立つ科学を構築するこ
とになる。
地域環境研究教育センターでは，地域密着型環境問題に対処するのであるが，その成果は地域に還
元きれるだけでなく，環境科学にも大きく貢献するであろう。地域の自然，地域における社会経済活
動，地域における長期的に安定した生活環境を調和させる最適地域環境を探り，構築していく。地域
環境問題の研究から生まれる学術的成果として次のようなものが考えられる。
地域環境研究教育センターから生まれる学術的成果
自然災害科学・環境科学・環境教育の一元化
環境破壊 ・自然災害のメカニズムの研究
環境破壊 ・自然災害の予測
環境破壊後 ・自然災害発生後の被害軽減策
社会の防災力の向上
各種廃棄物等のマテ リアルリサイ クル方法の開発
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地域環境に関する資料を収集 し， 貴重な資料の保管とデータベース化を行い，幅広 く情報提供する。
このことは，環境問題は一過性ではなく ，過去からの経過が重要である。経過を把握し，将来に備え
るため，地域に関する環境問題資料を収集し，解析することが重要で、ある。福井地域には福井大学を
中心とした地域学術情報ネッ トワークが存在し，県内の主要学術研究機関のネ ッ トワーク化が完成 し
ている。今年度福井県環境科学センターとの接続が完了した。これにより，地域環境研究教育センタ
ーを中心とした環境情報交流が促進きれる。
6. 学内共同利用施設の所要経費
概算要求が認められ，省令施設「地域環境研究教育センター」が設置されるまでは，構想実現に向
けた活動経費が必要である。その必要額は下記の通り 。(以下割愛)
四.地域環境研究教育センターの設立
平成10年 5 月の評議会での最終承認により，本学に学内共同利用施設としての「地域環境研究教育
センター」が設立きれた。同センターの設置に関する規程は以下の通り:
福井大学地域環境研究教育センタ一規程
(設置)
第 1 条 本学に福井大学地域環境研究教育センター(以下「センター」という。)を置く。
(目的)
第 2 条 センターは，地域の自然環境及び社会環境に関する研究及び教育を行い，優れた地域防災
力を有する快適な社会環境の構築に寄与することを目的とする 。
(業務)
第 3 条 センターは，前条の目的を達成するために，次の業務を行う 。
(1) 地域の自然環境についての調査及び研究
(2) 地域の社会・生活環境についての調査及び研究
(3) 積雪災害の防止に関する基礎的研究
(4) 優れた地域防災力を有する快適な地域環境構築のための提案
(5) 地域環境改善を目指した環境教育
(職員)
第 4 条 センターに次の職員を置く
(1) センター長
(2) 兼任教官
(3) その他必要な職員
2 センタ一長は， 本学の教授又は助教授のうちから，学部長の推薦に基づき，学長が任命する 。
3 センタ一長の任期は， 2 年とし ， 再任を妨げない。 ただし ， 欠員が生じた場合の補欠のセ ン タ
一長の任期は，前任者の残任期間とする 。
4 兼任教官は，所属する部局の長の推薦に基づき，学長が任命する 。
5 兼任教官の任期は， 2 年とし，再任を妨げない。 ただし，欠員が生じた場合の補欠の兼任教宵
の任期は，前任者の残任期間とする 。
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(職務)
第 5 条 センター長は，センターの業務を掌理する。
2 兼任教官は，センターの方針に従って，地域環境に関する研究および教育を行う。
3 その他の職員は，センターの技術的業務に従事する。
(運営委員会)
第 6 条 センターに運営委員会を置く。
2 運営委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する 。
(1) センターの研究計画に関すること。
(2) センターの管理運営に関すること 。
(3) センターの会計報告に関すること。
(4) その他，センターに関する必要な事項。
3 運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって構成する。
(1) センター長
(2) 兼任教官若干名
(3) 学部から選出きれた教官各学部 2 名
4 前項第 2 号の委員は，センター長の推薦に基づき，学長が任命する。
5 第 3 項第 3 号の委員は，各各部長の推薦に基づき，学長が任命する。
6 前 2 項の委員の任期は， 2 年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の補欠委員の
任期は，前任者の残任期間とする。
7 運営員会に委員長を置き，センタ一長をもって充てる。
(庶務)
第 7 条 センターの庶務は，研究支援室において処理する。
附則
1 この規程は，平成年月 日から施行する 。
2 この規程施行後，最初に任命されるセンター長の任期は，第 4 条第 2 項の規定にかかわらず，平
成12年 3 月 3 1 日までとするる。
3 この規程施行後，最初に任命される兼任教官並びに第 6 条第 3 項第 2 号及び第 3 号の運営委員会
委員の任期は，第 4 条第 5 項及び第 6 条第 6 項の規定にかかわらず，平成12年 4 月 30 日までとする。
4 この規程は，平成15年 3 月 31 日までに廃止するものとする。ただし，センターの存続が必要で、あ
ると認められた場合は，この限りではない。
3 福井大学積雪研究室規程(昭和50年規程第 4 号)は，廃止する。
この規程にあるように，本センターは 5 年聞の時限付きでの設立であるが，その聞に文部省に対す
る概算要求の実現を図ることになっている。
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VIII. 地域環境研究教育センターのスタッフ (平成10年 7 月 1 日現在)
セン 運営 兼任 その 省令組
ター 他の 織化準 所 属
長 委員 教官 職員 備委員
服部勇 。 。 。 理科，地学
宮阪憲治 。 。 技術科，機械
杉浦和子 。 。 社会科，地理学
本多義明 。 。 環境設計，都市工学
永長幸雄 。 。 生物化学，生物化学システム
沖久也 。 。 理科，化学
香川喜一郎 。 。 。 理科，物理
中田隆二 。 。 。 理科，化学
大山利夫 。 。 理科，生物
山本博文 。 。 理科，地学
横山俊一 。 。 理科，理科教育
青野智子 。 。 家庭科，住居学
福原輝幸 。 。 。 環境設計，環境防災
荒井克彦 。 。 環境設計，環境防災
福井卓雄 。 。 環境設計，環境防災
川上洋司 。 。 環境設計，都市工学
小嶋啓介 。 。 環境設計，環境防災
Goodrich,L.E. 。 。 環境設計，構造工学
石川浩一郎 。 。 環境設計，構造工学
西川嗣雄 。 。 。 応用物理，応用物性
永井二郎 。 。 機械工学，熱流体工学
伊藤文雄 。 理科，物理
藤井純子 。 理科，地学
上坂秀雄 。 機器開発 ・試料技術
佐々治寛之 。 理科，生物
前田桝夫 。 理科，生物
伊佐公男 。 理科，理科教育
あとがき
この歴史をまとめるに際し，教育学部物理学教室の伊藤文雄氏(本センター兼任研究者)には過去
の資料を探して頂いた。事務局研究支援室研究協力係には，過よーの杭'守研究室室長， 運常:委員 . À在任
教官等の人名調査と確認を していただいた。この記事の一部は昭和57年 8 J] に発行された「福 1 1:大学
研雪研究室の歩み」等を参考にした。
(文武:服部勇)
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